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関
西
大
学
探
検
部
資
料
か
ら
み
た
五
十
年
の
歩
み

水　

野　
　
　

浩

は
じ
め
に

　

関
西
大
学
探
検
部
は
、
一
九
五
八
年
に
創
部
さ
れ
本
年
で
五
十

周
年
を
迎
え
る
。
こ
の
五
十
周
年
に
際
し
、
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
五
十
年
間
の
資
料
整
理
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
資
料
の
関
西
大

学
年
史
編
纂
室
で
の
保
管
に
あ
た
り
、
資
料
の
概
要
と
簡
単
な
分

析
及
び
、
五
十
年
間
の
活
動
を
紹
介
し
た
い
。

　

最
初
に
、
こ
の
資
料
整
理
を
行
っ
た
探
検
部
Ｏ
Ｂ
会
と
資
料
整

理
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
委
員
会
（
泉
井
力
・
四
方
立
夫
・
安
川
昌

浩
・
杉
本
俊
也
・
金
澤
健
太
）
に
謝
辞
を
申
し
上
げ
た
い
。
こ
の

探
検
部
五
十
周
年
記
念
事
業
で
は
、
資
料
整
理
の
他
、
登
山
や
記

念
式
典
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
映
像
資
料
を
編
集
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
整
理
さ
れ
た
多
数
の
資
料
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
探

検
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.kuec.org

）
に
て
一
部
の

映
像
と
共
に
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
探
検
活
動
や
学
術
資
料
と

し
て
広
く
役
立
つ
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

1　

資
料
整
理
方
法

•
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
入
力
シ
ス
テ
ム
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
構
築
さ
れ
た
。
そ
し
て
入
力
帳
票
に
、
各
種
の

資
料
の
内
容
に
つ
い
て
の
整
理
番
号
、
年
代
、
活
動
名
、
パ
ー
ト※

1

、
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媒
体※

2

、
隊
長
、
メ
ン
バ
ー
、
露
出
マ
ス
コ
ミ※

3

を
記
入
し
て
対
応
す

る
保
管
箱
に
整
理
さ
れ
る
。
整
理
番
号
は
、
パ
ー
ト
別
の
四
桁
の

番
号※

4

と
す
る
。
記
入
さ
れ
た
入
力
帳
票
は
、
担
当
者
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
サ
ー
バ
ー
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
力
す
る
方
法
を

取
っ
た
。

　

デ
ー
タ
化
さ
れ
た
資
料
数
は
、
一
二
八
〇
点
に
な
っ
た
。
作
業

に
関
わ
っ
た
延
べ
人
数
は
、
約
五
十
人
で
あ
る
。（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
入
力
作
業
は
、
含
ま
ず
）

•
資
料
の
分
類

　

探
検
部
の
活
動
は
、「
探
検
」
と
い
う
言
葉
に
則
し
た
ク
ラ
ブ

活
動
で
あ
る
。
登
山
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
野
外
活
動
や
日
々

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
た
め
、
体
育
会
系
ク
ラ
ブ
で
あ
る

と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
文
化
会
に
属
す
る
。
探
検
活
動
に
は
、
そ

の
準
備
に
お
い
て
の
資
料
の
収
集
や
緻
密
な
計
画
書
の
作
成
、
実

行
に
際
し
て
の
地
図
読
図
や
記
録
映
像
の
取
得
、
そ
し
て
報
告
書

作
成
等
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
も
か
な
り
の
ウ
エ
イ
ト
を
し
め
る
。
ゆ

え
に
資
料
の
大
半
は
、
計
画
書
・
報
告
書
・
映
像
資
料
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
主
な
活
動
の
種
類
に
分
類
さ
れ
た
。
分
類

項
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

山
岳
探
検
〜
未
踏
峰
の
登
山
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
行
わ
れ
る

登
山
な
ど
、
山
岳
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
行
わ
れ
る
活

動
。
河
川
（
海
洋
）
探
検
〜
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
川
を
下
る
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー
・
カ
ヤ
ッ
ク
を
利
用
し
た
探
検
活
動
。
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
に
よ
る
海
上
で
の
活
動
も
含
ま
れ
る
た
め
に
活
動
フ

ィ
ー
ル
ド
が
川
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
パ
ド
ル（
オ
ー
ル
）

が
共
通
点
か
も
し
れ
な
い
。

洞
窟
探
検
〜
鍾
乳
洞
や
海
蝕
洞
・
溶
岩
洞
窟
な
ど
の
探
検
調
査
。

ケ
ー
ビ
ン
グ
と
も
呼
ば
れ
る
。

海
底
探
検
〜
海
底
で
の
調
査
や
活
動
を
示
し
、
海
上
で
の
活
動
は

含
ま
な
い
。
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
等
で
あ
る
。

民
族
調
査
（
調
査

－

1
）
〜
民
族
の
社
会
や
文
化
を
調
査
す
る
探

検
行
為
。
文
化
人
類
学
や
民
族
学
的
な
活
動
で
あ
る
。

部
内
活
動
〜
ク
ラ
ブ
全
員
で
行
わ
れ
る
全
体
合
宿
。
外
苑
合
宿※

5

や

歩
荷※

6

等
。

そ
の
他
の
探
検
（
調
査

－

2
）
〜
上
記
に
分
類
さ
れ
な
い
探
検
。

徒
歩
に
よ
る
砂
漠
横
断
や
林
冠
探
検※

7

な
ど
が
含
ま
れ
る
。
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2　

資
料

　

資
料
数
は
一
二
八
〇
点
に
の
ぼ
る
。
リ
ス
ト
を
掲
載
す
る
と
二

〇
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
た
め
に
控
え
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
閲
覧
願
い
た
い
。
こ
こ
で
は
資
料
の
概
要
を
記
述
す
る
。

　

資
料
の
種
類
は
、
計
画
書
38
％
、
写
真
29
％
、
報
告
書
21
％
、

そ
の
他
12
％
と
な
っ
て
い
る
。（
図

－

1
参
照
）　

活
動
種
類
別
を

見
て
み
る
と
山
岳
探
検
と
河
川
探
検
で
大
半
を
し
め
、
そ
の
他
の

探
検
・
洞
窟
探
検
・
部
内
活
動
と
続
く
。（
図

－
2
参
照
）
ま
た
、

年
代
別
の
資
料
数
を
見
て
み
る
と
創
部
十
年
目
か
ら
三
十
年
間
の

資
料
が
四
分
の
三
を
し
め
る
。
五
十
年
間
の
資
料
が
、
散
逸
せ
ず

に
よ
く
残
っ
た
も
の
で
あ
る
。（
図

－

3
参
照
）

3　

資
料
の
分
析
か
ら
の
探
検
活
動
の
流
れ

•
計
画
書
と
報
告
書
か
ら
の
活
動
数

　

こ
こ
で
、
資
料
か
ら
活
動
数
や
活
動
内
容
の
考
察
を
試
み
た
い
。

資
料
の
大
半
を
占
め
る
計
画
書
と
報
告
書
か
ら
年
代
別
の
活
動
数

を
数
え
て
み
た
。
計
画
書
と
報
告
書
は
重
複
を
除
く
と
、
六
〇
三

デ
ー
タ
あ
る
。
こ
の
デ
ー
タ
に
部
報
「
踏
査
」
の
活
動
史
か
ら
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
を
補
足
し
て
簡
単
な
統
計
処
理
を
す
る
。

図‒ 1　資料の種類

図‒ 2　資料の活動種別

図‒ 3　年代別資料数
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通
常
、
合
宿
（
活
動
）
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
計
画
書
と
報
告

書
が
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
一
年
間
に
三
回
（
春
・
夏
・
冬
）

合
宿
に
行
く
と
す
る
と
六
資
料
が
残
り
、
最
低
、
山
や
川
な
ど
の

二
チ
ー
ム
が
活
動
す
る
と
十
二
デ
ー
タ
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
十

二
デ
ー
タ
な
い
年
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
資
料
が
紛
失
さ
れ
た
か
、

計
画
書
だ
け
で
報
告
書
が
作
成
さ
れ
て
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

　

そ
の
年
に
お
け
る
、
紛
失
し
た
資
料
や
報
告
書
が
作
成
さ
れ
て

い
な
い
合
宿
の
全
体
資
料
数
に
対
す
る
割
合
が
、
毎
年
均
等
で
あ

る
と
仮
定
す
れ
ば
、
相
対
的
に
見
て
活
動
数
の
動
向
判
断
と
し
て

は
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、「
踏
査
」
活
動
史
か
ら
補
足

で
き
な
か
っ
た
一
九
六
二
〜
三
年
と
資
料
自
体
を
デ
ー
タ
化
し
て

い
な
い
近
年
（
二
〇
〇
四
年
以
降
）
の
デ
ー
タ
は
考
慮
に
入
れ
な

い
。•

年
度
ご
と
の
活
動
数
と
部
員
数
（
図

－

4
参
照
）

　

創
部
か
ら
の
部
員
数
と
活
動
数
グ
ラ
フ
を
見
て
み
る
と
、
部
員

が
増
え
る
と
活
動
数
が
増
え
る
訳
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
創
部

十
年
目
あ
た
り
で
、
部
員
数
と
活
動
数
は
ピ
ー
ク
に
達
す
る
が
、

そ
の
後
に
お
い
て
部
員
数
が
減
少
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の

合
宿
が
組
ま
れ
て
い
る
年
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
活
動
数
グ
ラ
フ

波
形
に
は
四
〜
六
年
間
隔
の
大
き
な
波
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
活
動
数
の
波
形
と
部
員
数
の
推
移
か
ら
み
て
探
検
活
動
の

図‒ 4　部員数と活動数
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大
き
な
流
れ
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

四
〜
六
年
間
隔
を
一
時
代
と
し
て
探
検
活
動
の
傾
向
を
追
っ
て

い
き
た
い
。

•
年
度
ご
と
の
種
類
別
活
動
数
と
主
な
探
検
活
動

　

探
検
部
に
お
い
て
、
探
検
の
計
画
が
実
行
さ
れ
る
ま
で
に
多
く

の
過
程
を
踏
む
。
こ
ん
な
探
検
を
や
っ
て
み
た
い
と
部
員
が
考
え

る
と
企
画
書
や
趣
意
書
が
部
内
の
企
画
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
そ

こ
で
認
め
ら
れ
た
計
画
は
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
技
術
や
経
験

を
高
め
る
た
め
に
数
多
く
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
合
宿
が
組
ま
れ
る
。

大
学
で
の
活
動
期
間
は
、
四
年
間
し
か
な
い
の
で
経
験
不
足
を
補

う
た
め
に
各
計
画
に
対
し
Ｏ
Ｂ
で
組
織
さ
れ
る
探
検
委
員
会
の
ア

ド
バ
イ
ス
と
承
認
を
受
け
実
行
に
移
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ゆ
え

に
、
こ
の
活
動
数
の
内
部
に
は
、
な
に
が
し
か
の
大
き
な
探
検
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
探
検
活
動
の
傾
向
を
探
る
た
め
に
、

種
類
別
活
動
数
の
グ
ラ
フ
を
作
成
し
た
。（
図

－

5
参
照
）

①　

創
部
か
ら
各
パ
ー
ト
が
出
そ
ろ
う
ま
で

 

（
一
九
五
八
〜
一
九
六
五
年
）　

　

種
類
別
活
動
数
を
見
る
と
山
岳
探
検
が
飛
び
抜
け
て
多
い
。
こ

れ
は
、
地
理
的
探
検
の
代
表
と
も
言
え
る
未
踏
峰
登
頂
の
技
術
獲

図‒ 5　種類別活動数
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得
と
共
に
、
登
山
が
野
外
活
動
技
術
習
得
の
基
本
と
な
る
方
法
だ

か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
五
十
年
の
活
動
数
全
般
を
み
て
も
、
そ
の

四
分
の
一
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
綿
々
と
し
て
登
山
が
続
け
て
こ

ら
れ
た
理
由
と
な
る
。
そ
の
次
に
多
い
活
動
が
民
族
調
査
で
あ

る
。
創
部
当
初
よ
り
地
理
的
探
検
か
学
術
的
な
調
査
活
動
を
含
む

探
検
か
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
ひ
と
つ
の
活
動
方
針
と
し
て
国
内

に
お
け
る
離
島
の
実
態
を
記
録
報
告
す
る
調
査
探
検
が
多
く
行
わ

れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
活
動
は
、
関
西
大
学
八
十
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
一
九
六
五
年
の
ペ
ル
ー
ア
ン
デ
ス
学
術

調
査
（
隊
長 

杉
原
弘
人
教
授
）
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。
探
検
部

と
し
て
の
初
の
海
外
遠
征
で
あ
り
、
ワ
イ
ワ
ッ
シ
ュ
山
群

Jirishhanca 
N
orte

（6015m

）
を
ア
タ
ッ
ク
しSanta 

Rosa 

East

（5578m

）
の
初
登
頂
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
探
検
活
動
（
パ
ー
ト
）
が
形
成
さ
れ
、
探
検
部

の
方
向
性
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

②　

パ
ー
ト
制
か
ら
企
画
制
へ
（
一
九
六
六
〜
一
九
七
二
年
）

　

こ
の
時
期
の
部
員
数
は
、
五
十
年
の
歴
史
の
中
で
最
大
人
数
を

数
え
る
。
各
パ
ー
ト
別
に
大
き
な
探
検
が
行
わ
れ
た
。
洞
窟
探
検

で
は
、
第
五
次
青
海
洞
窟
群
調
査 

青
海
千
里
洞
（
一
九
六
八
）。

河
川
探
検
で
は
、
黒
部
川
上
ノ
廊
下
〜
下
ノ
廊
下
完
全
航
行
（
一

九
七
〇
）。
山
岳
探
検
で
は
、
ア
ラ
ス
カ
・
ヘ
イ
ズ
山
群
（
一
九

七
一
）。
海
底
探
検
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
海
底
調
査
（
一
九
六

九
）。
民
族
調
査
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
学
術
調
査
（
隊
長 

横
田
健

一
教
授
、
一
九
六
八
）、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
踏
査
ヤ
ノ
マ
ム
族
（
一
九

七
二
）。
こ
れ
ら
の
探
検
の
他
、
技
術
や
経
験
を
積
ん
だ
部
員
た

ち
が
自
ら
の
力
で
、
多
く
の
探
検
に
成
果
を
上
げ
た
。
こ
の
時
期

に
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
探
検
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
企
画
制
に
よ
る
探
検

活
動
が
確
立
さ
れ
た
。

③　

部
員
減
少
に
よ
る
少
数
精
鋭
化
（
一
九
七
三
〜
一
九
七
六
年
）

　

一
九
六
九
年
に
最
大
の
部
員
数
四
十
九
名
を
数
え
た
が
、
こ
の

五
年
間
で
、六
名
ま
で
に
減
少
す
る
。
人
数
が
減
少
す
る
と
各
隊
・

各
企
画
に
対
し
て
隊
員
数
が
少
な
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
期
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
の
登
山
や
縦
走
、
そ
し
て

河
川
探
検
と
洞
窟
探
検
が
行
わ
れ
た
。
河
川
探
検
で
は
コ
ロ
ラ
ド

河
航
行
（
一
九
七
三
）、
日
本
横
断
航
行
（
一
九
七
四
）。
洞
窟
探

検
で
は
、
第
十
二
次
青
海
洞
窟
群
調
査　

白
蓮
洞
（
一
九
七
四
）
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な
ど
で
あ
る
。
白
蓮
洞
で
は
、
日
本
最
深
洞
窟
と
し
て
、
そ
の
姿

が
測
量
さ
れ
て
い
る
。

④　

新
た
な
企
画
と
模
索
（
一
九
七
七
〜
一
九
八
〇
年
）

　

誰
も
行
っ
た
こ
と
の
な
い
探
検
に
は
、
体
力
と
技
術
を
得
る
訓

練
と
計
画
・
準
備
期
間
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
探
検
と
い
う
行
為

を
、
大
学
に
お
い
て
の
学
業
と
平
行
し
て
行
う
に
は
、
そ
れ
な
り

の
人
材
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、ク
ラ
ブ
と
し
て
部
員
減
少
は
、

存
続
に
関
わ
る
危
機
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
部
員
の
確
保
と
新
し
い

探
検
の
企
画
の
た
め
に
、
今
ま
で
に
は
な
い
種
類
の
探
検
が
試
み

ら
れ
た
。
サ
バ
イ
バ
ル
合
宿
、
ヨ
ッ
ト
に
よ
る
探
検
、
ハ
ン
グ
ラ

イ
ダ
ー
、
耕
耘
機
、
筏
、
埋
蔵
金
探
索
な
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

登
山
技
術
や
カ
ヌ
ー
・
ラ
フ
ト
技
術
は
継
承
さ
れ
て
お
り
、
特
に

河
川
探
検
で
は
、
北
米
大
陸
1
0
0
0
0
㎞
縦
断
航
行
（
一
九
七

九
）
で
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

⑤　

探
検
活
動
の
広
が
り
（
一
九
八
一
〜
一
九
八
六
年
）

　

部
員
数
も
右
肩
上
が
り
に
な
り
、
新
し
い
形
の
探
検
も
加
わ
っ

て
、
再
び
多
く
の
種
類
の
探
検
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
洞
窟

探
検
や
海
底
探
検
も
復
活
し
て
い
る
。
洞
窟
探
検
で
は
、
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
洞
窟
探
検
（
一
九
八
四
）。
海
底
探
検
で
は
、
紀

淡
海
峡
水
中
探
査
（
一
九
八
三
）。
山
岳
探
検
で
は
、
ネ
パ
ー
ル

高
所
登
山
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
一
九
八
一
）、
ボ
ル
ネ
オ
島
キ
ナ
バ

ル
山
遡
渓
（
一
九
八
五
）。
民
族
調
査
で
は
、
ザ
イ
ー
ル
共
和
国

バ
テ
ン
ボ
民
族
調
査
（
一
九
八
三
）
な
ど
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き

は
、
こ
の
時
期
に
、
偵
察
も
含
め
て
十
回
も
海
外
合
宿
が
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
探
検
活
動
に
お
い
て
の
装
備
や
技

術
が
、
こ
の
時
期
に
革
新
さ
れ
て
い
る
。
探
検
に
は
、
そ
の
活
動

に
応
じ
た
特
殊
な
装
備
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
装
備
は
部
員
達
の

経
験
や
工
夫
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
来
た
。
激
流
に
耐
え
う
る
ゴ

ム
ボ
ー
ト
の
開
発
や
竪
穴
洞
窟
を
登
り
降
り
す
る
た
め
の
ワ
イ
ヤ

ー
梯
子
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
装
備
が
、
部
外
の
開
発
者
か
ら
購

入
で
き
る
時
代
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

⑥　

事
故
と
そ
の
経
験
を
糧
に
し
て
（
一
九
八
七
〜
一
九
九
四
年
）

　

種
類
別
活
動
数
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
五
十
年
の
歴
史
で
常
に

行
わ
れ
て
来
た
活
動
が
河
川
探
検
で
あ
り
、
他
の
活
動
に
お
い
て

も
無
事
故
で
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
残
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念
な
事
に
一
九
八
七
年
の
中
国
岷
江
航
行
遠
征
隊
に
て
、
死
亡
事

故
を
起
こ
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
大
学
の
課
外
活
動
と
し
て

も
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
我
々
探
検
部
は

こ
の
事
故
に
よ
り
、
多
く
の
事
を
学
ん
だ
と
信
ず
る
。
そ
の
後
も

河
川
探
検
の
技
術
と
探
検
魂
は
引
き
継
が
れ
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠

縦
断
カ
ヌ
ー
航
行
（
一
九
九
一
）、ユ
ー
コ
ン
河
カ
ヌ
ー
航
行
（
一

九
九
四
）
と
続
く
。
ま
た
、
洞
窟
探
検
に
お
い
て
も
国
内
の
新
洞

が
調
査
測
量
さ
れ
て
い
る
。

⑦　

新
し
い
探
検
の
切
り
口
（
一
九
九
五
〜
二
〇
〇
〇
年
）

　

こ
の
時
期
に
、
部
員
数
は
、
二
十
人
前
後
と
増
加
す
る
。
人
数

が
増
え
る
と
探
検
活
動
も
多
様
化
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
興
味
深

い
の
は
、
そ
の
企
画
の
中
に
確
固
と
し
た
探
検
コ
ン
セ
プ
ト
を
も

っ
た
活
動
が
現
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
探
検
家
ス
ウ
ェ
ン 
ヘ
デ
ィ

ン
が
失
敗
し
た
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
探
検
ル
ー
ト
を
ラ
ク
ダ
と
徒

歩
に
よ
っ
て
踏
破
す
る
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
沙
漠
踏
破（
一
九
九
五
）。

モ
ン
ゴ
ル
を
騎
馬
に
よ
っ
て
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
の
足
跡
を
辿
る
、

モ
ン
ゴ
ル
騎
馬
遠
征
計
画
（
一
九
九
八
）。
熱
帯
雨
林
の
林
冠
を

独
自
の
技
術
に
よ
っ
て
移
動
し
、
生
態
系
を
調
査
す
る
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
林
冠
探
検
（
一
九
九
七
）、
ア
マ
ゾ
ン
林
冠
探
検
（
二
〇
〇

〇
）。
林
冠
探
検
に
お
い
て
は
、
現
地
の
研
究
者
に
、
そ
の
技
術

を
伝
え
て
研
究
に
役
立
て
て
頂
い
た
こ
と
は
、
評
価
に
値
す
る
。

惜
し
む
べ
き
は
、
そ
の
新
た
な
展
開
が
今
日
に
お
い
て
な
い
こ
と

で
あ
る
。

⑧　

百
周
年
へ
向
け
て
（
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
八
年
）

　

近
年
は
、
部
員
数
が
十
名
以
下
と
低
迷
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
少
人
数
で
は
、
多
様
な
活
動
展
開
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、

活
動
数
自
体
は
減
る
こ
と
は
な
く
、
河
川
探
検
と
山
岳
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
活
動
に
的
を
絞
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
シ

ー
カ
ヤ
ッ
ク
に
よ
る
海
上
航
行
も
行
わ
れ
、
今
後
の
企
画
が
望
ま

れ
る
。
海
外
活
動
で
は
、
モ
ン
ゴ
ル
・
オ
ル
ホ
ン
川
航
行
（
二
〇

〇
五
）、
ア
ラ
ス
カ
・
コ
バ
ッ
ク
川
航
行
（
二
〇
〇
六
）
が
行
わ

れ
て
い
る
。
時
代
は
変
わ
っ
て
も
探
検
を
成
功
さ
せ
る
も
の
は
、

部
員
の
技
術
・
経
験
・
体
力
・
精
神
力
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え

最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
位

置
把
握
、
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
通
信
衛
星
に
よ
る
電
話
通
信
、
ラ
ン

ド
サ
ッ
ト
衛
星
画
像
に
よ
る
探
検
地
域
の
分
析
な
ど
で
あ
る
。
五
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十
年
の
歴
史
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
技
術
と
経
験
を
活
か
し
、
百
周

年
に
む
け
て
探
検
し
続
け
て
も
ら
い
た
い
。

4　

写
真
資
料
に
つ
い
て

　

合
宿
に
お
い
て
は
、
各
隊
員
が
、
装
備
係
・
食
糧
係
・
気
象
係
・

医
療
係
・
撮
影
係
の
役
割
を
分
担
す
る
。
報
告
書
に
は
、
そ
の
計

画
で
の
問
題
点
や
改
良
点
が
記
載
さ
れ
る
訳
で
あ
る
が
、
撮
影
に

関
し
て
は
、
そ
の
活
動
場
所
が
撮
影
に
適
し
た
環
境
や
状
況
で
は

な
い
の
で
、
常
に
改
良
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
成
果
で
あ
る
写
真
資

料
は
、
探
検
活
動
の
記
録
と
し
て
重
要
な
位
置
を
し
め
る
。
一
般

的
に
、
調
査
に
お
い
て
、
撮
影
記
録
を
各
写
真
に
つ
い
て
記
録
す

る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
調
査
を
含
む
探
検
以
外
で
は
撮
影
記
録

が
少
な
い
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。

　

写
真
等
の
映
像
資
料
は
、
資
料
全
体
の
三
分
の
一
で
、
四
一
三

点
あ
っ
た
。
写
真
の
総
枚
数
は
一
万
枚
を
超
え
て
い
る
。
資
料
の

内
訳
は
、
90
％
が
ア
ル
バ
ム
で
あ
り
、
10
％
が
フ
ィ
ル
ム
・
ス
ラ

イ
ド
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
ビ
デ
オ
の
普
及
に
伴
い
動
画
資
料
も

残
っ
て
い
る
が
、
編
集
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
。

　

記
録
と
し
て
の
写
真
は
、
数
十
年
前
の
事
実
や
状
況
を
正
確
に

現
在
に
伝
え
、
多
く
の
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
る
。
探
検
行
為
が
な

さ
れ
る
地
域
は
、
人
の
手
が
加
わ
る
こ
と
の
少
な
い
大
自
然
の
地

で
あ
っ
た
り
、
古
く
か
ら
の
文
化
や
風
俗
が
保
た
れ
た
民
族
が
住

む
地
域
で
あ
る
。
そ
の
自
然
や
環
境
は
、
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ

が
ち
だ
が
、
今
日
、
写
真
資
料
を
観
察
す
る
と
多
く
の
地
域
に
お

い
て
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
れ
だ
け
に
、
五
十
年
間

に
撮
影
さ
れ
た
本
資
料
は
、
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

5　

特
筆
す
べ
き
資
料

　

こ
こ
に
記
載
す
る
資
料
は
、
記
録
や
報
告
書
と
し
て
整
理
さ
れ

て
い
て
今
回
の
資
料
整
理
に
お
い
て
再
発
見
さ
れ
た
も
の
や
、
そ

の
当
時
の
隊
員
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
を
選
ん
だ
。

①　

中
華
民
国 

蘭
嶼
Ｙ
ａ
ｍ
ｉ
族
調
査
（
一
九
六
八
年
）
カ
ラ

ー
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム

　

こ
の
資
料
は
、
一
九
六
八
年
に
行
わ
れ
た
民
族
調
査
の
記
録
写

真
で
あ
る
。
現
在
は
開
発
さ
れ
て
少
な
く
な
っ
た
竪
穴
式
住
居
や
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蘭嶼Yami族調査

高
床
式
住
居
に
お
い
て
、
民
族
衣
装
を
ま
と
い
普
段
の
生
活
し
て

い
る
姿
を
記
録
し
て
い
る
。
伝
統
文
化
を
色
濃
く
残
す
民
族
と
し

て
、
古
く
か
ら
文
化
人
類
学
の
研
究
対
象
に
な
っ
た
地
域
で
あ
る

が
、
生
活
様
式
が
近
代
化
し
た
現
在
に
い
た
る
変
化
の
過
程
と
し

て
見
て
も
興
味
深
い
。

②　

青
海
洞
窟
群
調
査
報
告
書　

Ｂ
5
版
製
本　

1
2
0
ペ
ー
ジ

　

一
九
六
五
年
よ
り
一
九
七
四
年
ま
で
新
潟
県
青
海
町
マ
イ
コ
ミ

平
で
行
わ
れ
た
一
連
の
洞
窟
調
査
報
告
書
。
こ
の
十
年
間
の
調
査

に
お
い
て
マ
イ
コ
ミ
平
周
辺
（
滝
谷
カ
ル
ス
ト
）
の
十
六
洞
窟
に

つ
い
て
測
量
や
洞
内
生
物
、
化
石
等
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
国
土

地
理
院
発
行
の
地
形
図
に
「
千
里
洞
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
洞
窟
群
の
内
、
白
蓮
洞
は
日
本
最
深
洞
窟
（
マ
イ
ナ
ス

5
1
3
ｍ
）
で
あ
る
。
一
九
七
六
年
の
他
ク
ラ
ブ
の
事
故
以
降
、

こ
れ
ら
の
洞
窟
は
立
ち
入
り
禁
止
に
な
っ
て
お
り
、
誰
に
も
入
洞

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ひ
っ
そ
り
と
眠
っ
て
い
る
。
再
び
入
洞
出
来

る
準
備
が
整
っ
た
時
に
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
役
立
つ
こ
と
で
あ
ろ
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う
。

③　

ア
ラ
ス
カ
へ
の
道　

探
検
部
山
岳
技
術
研
究
会
十
年
史　

Ｂ
5
版
製
本　

2
3
0
ペ
ー
ジ

　

こ
の
報
告
書
は
、一
九
七
一
年
に
行
わ
れ
た
ア
ラ
ス
カ
遠
征
と
、

そ
れ
に
至
る
山
岳
探
検
パ
ー
ト（
山
岳
技
術
研
究
会
）の
十
年
間
の

技
術
錬
磨
の
記
録
で
あ
る
。
ア
ラ
ス
カ
遠
征
で
は
、M
t. 
H
ayes

南
峰
の
未
踏
峰
（3767m

）
の
登
頂
に
成
功
し
て
お
り
、
そ
の
登

頂
に
至
る
苦
闘
が
克
明
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
創
部
か
ら
、

地
理
的
探
検
を
常
に
リ
ー
ド
し
、
後
の
数
々
の
探
検
の
基
礎
と
な

っ
た
登
山
技
術
は
、
こ
の
時
期
に
確
立
さ
れ
た
と
言
っ
て
過
言
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
当
時
の
記
録
と
し
て
の
本
資
料
は
貴
重
で

あ
る
。④　

イ
ン
ド　

ザ
ン
ス
カ
ー
ル
遠
征　

カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
・

撮
影
記
録

　

一
九
七
六
年
に
行
わ
れ
た
、
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
で
の
祭
・
生
活
・

行
政
・
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
調
査
記
録
ス
ラ
イ
ド
で
あ
る
。
そ
の
ス

ラ
イ
ド
枚
数
は
、
千
枚
以
上
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
撮
影
記
録
カ
ー

アラスカ遠征

インド　ザンスカール遠征
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ド
が
付
い
て
い
る
。
今
回
、
整
理
さ
れ
た
写
真
資
料
の
う
ち
撮
影

記
録
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
資
料
の
み
で
あ
る
の
で
、
今
後

の
分
析
が
望
ま
れ
る
。

⑤　

北
米
大
陸
1
0
0
0
0
㎞
縦
断
航
行　

カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド

　

一
九
七
九
年
に
行
わ
れ
た
カ
ヌ
ー
に
よ
る
北
米
大
陸
の
縦
断
航

行
記
録
。
ア
メ
リ
カ
南
部
の
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
か
ら
ミ
シ
シ
ッ
ピ

ー
川
・
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン
川
を
遡
り
、
カ
ナ
ダ
の
マ
ケ
ッ
ケ
ン
ジ

ー
川
を
下
り
北
極
海
の
イ
ヌ
ビ
ッ
ク
ま
で
至
る
五
ヶ
月
間
、
一
万

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
記
録
写
真
で
あ
る
。

⑥　

関
大
式
木
登
り
マ
ニ
ュ
ア
ル　
「
魁
！
木
登
り
塾
」
Ａ
4
版　

１
０
７
ペ
ー
ジ

　

ア
マ
ゾ
ン
林
冠
調
査
（
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た

関
西
大
学
探
検
部
独
自
の
木
登
り
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
。
熱
帯
雨

林
の
地
上
30
ｍ
に
も
及
ぶ
林
冠
に
は
特
有
の
生
態
系
が
存
在
し
、

そ
の
調
査
は
困
難
を
極
め
る
。
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
や
熱
気
球
に
巨

大
な
浮
き
輪
を
付
け
て
林
冠
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法
が
あ
る

が
、
い
ず
れ
も
大
が
か
り
で
費
用
は
甚
大
で
あ
る
。
関
大
式
木
登

り
は
、
洞
窟
探
検
で
培
わ
れ
た
シ
ン
グ
ル 

ロ
ー
プ 

テ
ク
ニ
ッ
ク

を
応
用
し
て
、
林
冠
部
に
ア
プ
ロ
ー
チ
、
樹
上
で
生
活
・
移
動
す

る
安
価
で
有
効
な
方
法
と
言
え
よ
う
。
実
際
に
、
こ
の
木
登
り
技

術
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
林
冠
研
究
者
に
伝
え
ら
れ
て
研
究
に
役
立
っ

て
お
り
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
っ
て
、
関
大
式
木
登
り
技
術
の

普
及
が
期
待
で
き
る
。

北米大陸10000㎞縦断航行
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6　

ま
と
め

　

関
西
大
学
探
検
部
五
十
年
の
足
跡
を
、
数
ペ
ー
ジ
で
ま
と
め
る

こ
と
は
無
理
が
あ
っ
た
。
五
十
年
間
の
活
動
総
数
は
、
八
百
近
く

に
も
な
り
、
練
習
合
宿
を
加
え
る
と
千
件
を
超
え
る
。

　

本
文
は
、
あ
く
ま
で
も
資
料
整
理
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
の

考
察
と
紹
介
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
探
検
部
二
十
年
史
及
び
四

十
年
史
が
発
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
頂

き
た
い
。

　

た
だ
、
今
回
の
資
料
整
理
に
携
わ
っ
て
、
ひ
と
つ
言
え
る
こ
と

は
、
探
検
と
呼
ば
れ
る
行
為
は
常
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

創
部
当
初
よ
り
、
探
検
と
は
何
か
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は

今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。
今
後
も
新
た
な
探
検
が
生
ま
れ
、
そ
れ

は
探
検
部
百
周
年
に
む
け
て
足
跡
を
残
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ

の
足
跡
の
記
録
で
あ
る
計
画
書
・
報
告
書
・
映
像
資
料
は
、
し
っ

か
り
残
し
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
と
希
望
す
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
『
年
史
紀
要
』
に
執
筆
の
機
会
を
与
え
て
頂
い

た
Ｏ
Ｂ
諸
兄
姉
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

注
※
1　

パ
ー
ト　

探
検
の
種
類
や
分
類
。
探
検
部
に
お
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
活
動
が
行
わ
れ
る
。

※
2　

媒
体　

計
画
書
、
報
告
書
、
写
真
、
収
集
物
等

※
3　

露
出
マ
ス
コ
ミ　

探
検
と
い
う
特
異
な
活
動
か
ら
、
マ
ス
コ

ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
新
聞
記
事
・
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ

ー
ス
録
画
等
の
資
料
が
含
ま
れ
る
た
め
に
新
聞
社
名
等
を
記
載

し
た
。

※
4　

四
桁
の
番
号　

海
底
探
検
な
ら
1
0
0
0
番
代　

部
内
活
動

アマゾン林冠調査
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な
ら
7
0
0
0
番
台
な
ど

※
5　

外
苑
合
宿　

基
本
的
な
野
外
活
動
技
術
や
体
力
の
習
得
を
目

的
に
、学
内
の
裏
山
に
て
行
わ
れ
る
露
営
合
宿
。
こ
こ
十
年
は
、

行
わ
れ
て
い
な
い
。

※
6　

歩
荷（
ボ
ッ
カ
）　

キ
ス
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
ザ
ッ
ク
に
砂
や

石
を
40
㎏
以
上
荷
入
れ
し
て
か
ら
歩
行
す
る
過
酷
な
訓
練
。
外

苑
合
宿
で
も
行
わ
れ
る
。

※
7　

林
冠
探
検　

熱
帯
雨
林
に
お
い
て
30
ｍ
に
も
お
よ
ぶ
高
木
の

樹
上
生
物
調
査
を
目
的
に
し
た
探
検
。

み
ず
の　

ひ
ろ
し

Ｊ
Ｉ
Ａ
日
本
建
築
家
協
会
登
録
建
築
家

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
街
屋
集
団
正
会
員

㈲
水
野
建
築
設
計
事
務
所
代
表

一
級
建
築
士
・
測
量
士

関
西
大
学
文
学
部
地
理
学
・
地
域
環
境
学
専
修
非
常
勤
講
師


